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(2) 火山活動の履歴 

最近１万年間の活動は、火砕物降下を伴う噴火を主とし、溶岩流出や溶岩ドームを形成

する噴火も起きている。5400～4900 年前頃に山体崩壊が起き、山体の東側が消失した。 

2200 年前頃には崩壊した凹地の中で噴火が起こり、剣ヶ峰の溶岩ドームが形成され、白

水滝(しらみずのたき)溶岩が流出した。その後、山頂部の翠(みどり)ヶ池などの小火口群

が形成された。 

〈有史以降の火山活動〉 

年代 現象 活動経過・被害状況等 

1042(長久３)年 水蒸気噴火、

泥流 

火砕物降下。噴石、室が埋まる。噴火場所は翠(みどり)ヶ池火口あ

るいは千蛇(せんじゃ)ヶ池火口。 

1177(治承元)年 噴火？ ５月 11 日。詳細不明。 

1239(延応元)年  噴火？  詳細不明。  

1547(天文 16)年  噴火  ６月～。火砕物降下。白川郷穀物不作。  

1548(天文 17)年  噴火？  詳細不明。  

1554～ 56(天文

23～弘治 2)年  

マグマ噴火  ５月～。火砕物降下、小規模火砕流（噴火場所は翠ケ池火口及び周

辺 火口群）。噴石、社堂破壊。手取川濁り、川魚が死ぬ。  

1579(天正 7)年  噴火  ９月 16 日あるいは 18 日。火砕物降下。噴石、社堂破壊。 

1659(万治 2)年  噴火  ４月 21 日、７月 27 日、８月 6-8 日。火砕物降下。 

1935(昭和 10)年  噴気  ３月。千仞谷(せんじんだき；白山山頂の南西約２km)付近に噴気孔

が 出現し、数ヶ所から地鳴りを伴い吹き上がる(無風時で 100m)。

噴気活 動はまもなく鎮まった。 

2005(平成 17)年  地震  ２月、４月、８月、10 月に山頂直下で群発的な地震活動。10 月３

日 13 時 59 分、気象庁マグニチュード 4.5（京都大学によると

M4.2）。 

2011(平成 23)年  地震  ３月。東北地方太平洋沖地震（2011 年３月 11 日）以降、山頂直下

で の微小地震活動が活発化。  

出典：気象庁ホームページ 有史以降の火山活動

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/313_Hakusan/313_history.html） 

 

(3) 現在の活動状況【噴火警戒レベル１：活火山であることに留意】 

10 月 10日 22時 03分に山頂付近の深さ４km付近を震源とするマグニチュード2.3の地

震が発生し、その後、11 日 05 時頃にかけて振幅の小さな地震が増加しました。白山では、

過去にも一時的な地震増加がみられており、今回の活動も、これらと同様の活動とみてい

る。その他の観測データの変化はなく、噴火の兆候は認められない。 
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噴気など表

面現象の状

況 

白峰監視カメラ（白山山頂の西約 12km）による観測では、山頂部に噴気

は認められない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白山 山頂部の状況（10 月 26 日 白峰監視カメラによる） 

地震や微動

の発生状況 

10 月 10 日 22 時 03 分に山頂付近の深さ４km 付近を震源とするマグニチ

ュード 2.3 の地震が発生し、その後、11 日 05 時頃にかけて振幅の小さな地

震が増加したが、11 日 05 時以降は減少した。また、低周波地震や火山性微

動は観測されていない。 

白山では、これまでにも一時的な地震の増加が時折みられており、今回の

活動も、これらと同様の活動とみられる。なお、24 時間の地震回数が 100 回

を超えたのは、2014 年 12 月 16 日（167 回）以来。このときの最大規模の

地震のマグニチュードは 3.4 であった。 

 

出典：気象庁ホームページ 「白山の火山活動解説資料（平成 29 年 10 月）」 

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-act_doc/tokyo/17m10/313_17m10.pdf） 
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(4) 火山監視・観測体制 

白山の火山活動については、噴火の前兆を捉えて噴火警報等を適確に発表するために、

気象庁が観測施設（地震計、空振計等）を整備し、防災科学技術研究所、京都大学防災研

究所からのデータ提供も受け、全国４箇所に設置された「火山監視・情報センター」（札

幌・仙台・東京・福岡）のうち、東京の「火山監視・情報センター」において、24 時間

体制で監視している。火山活動の評価により居住地域や火口周辺に危険を及ぼすような噴

火の発生が予想された場合には、「警戒が必要な範囲」を明示して噴火警戒レベルを発表

する。 

出典：「白山火山防災計画」（平成 27 年６月） 
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(5) 白山の火山防災の取組 

① 白山火山防災協議会 

平成 25 年 3 月 25 日に、石川、岐阜両県の合意のもと、「白山火山防災協議会」を設置

し、同年 11 月 25 日の第 2 回白山火山防災協議会では、福井県が新たに参画し、石川・

岐阜・福井の三県による協議会となった。 

 

《白山火山防災協議会構成機関》 

火山名 白山 

事務局 石川県危機対策課,岐阜県防災課,白山市危機管理課,白川村総務課 

１号 石川県知事,岐阜県知事 

  白山市長,白川村長 

２号 気象庁火山課火山対策官,気象庁金沢地方気象台長,気象庁岐阜地方気象台長 

３号 
国土交通省北陸地方整備局金沢河川国道事務所長,国土交通省北陸地方整備局神通川水系

砂防事務所長 

４号 陸上自衛隊第 14 普通科連隊長,陸上自衛隊第 35 普通科連隊長 

５号 石川県警察本部長,岐阜県警察本部長 

６号 白山野々市広域消防本部消防長,高山市消防本部消防長 

７号 金沢大学教授平松良浩,金沢大学教授酒寄淳史 

８号 

環境省中部地方環境事務所統括自然保護企画官,林野庁近畿中国森林管理局石川森林管理

署長,林野庁中部森林管理局飛騨森林管理署長,気象庁福井地方気象台防災管理官,国土地理

院北陸地方測量部長,国土地理院中部地方測量部長,石川県石川土木総合事務所長,石川県白

山自然保護センター所長,岐阜県飛騨県事務所長,高山土木事務所長,高山市危機管理室担当

部長,郡上市総務課長,福井県危機対策・防災課長,福井県警察本部警備課長,大野市防災防犯

課長,勝山市総務課長,白山警察署長,高山警察署長,白山市南消防団長,白川村消防団長,白峰

区長,白山比咋神社宮司,（一財）白山観光協会専務理事,（一財）白山市地域振興公社理事長,

（公財）石川県林業公社理事長,環白山保護利用管理協会長,北陸鉄道（株）常務取締役,NPO

法人白山麓地域安全ネットワーク理事長,白川村区長会長,白川郷観光協会長,平瀬温泉旅館組

合長,（公社）岐阜県森林公社理事長,電源開発（株）御母衣電力所長,関西電力（株）庄川電力所

長,白山山岳遭難対策協議会（白山山岳救助隊）長 
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《噴火想定のまとめ》 

出典：「白山火山防災計画」（平成 27 年６月） 
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③ 白山噴火警戒レベル 

白山では、噴火警戒レベルは、平成 27 年９月２日より運用開始されている。 

出典：気象庁リーフレット 
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④ 白山火山防災計画（H27.6） 

白山火山防災協議では、平成 27 年６月に、白山の噴火シナリオを基に、噴火に対して

共通の認識を持ち、噴火災害の軽減に向けて防災対策を検討することにより、白山の火山

噴火時に各県及び関係機関が連携して取り組む総合的な対策等を「白山火山防災計画」と

してとりまとめた。 

 

⑤ 白山火山防災計画（H29.3） 

平成 28 年２月、石川県、岐阜県、白山市、白川村の２県２市村が、火山災害警戒地域

に指定されたことを踏まえ、同年６月、任意組織の協議会を改組し、法定協議会を設置し

たところである。 

石川県白山市、岐阜県白川村では、白山火山防災協議会の構成機関との連携・協力のも

と、避難対象範囲を設定し、噴火災害による人的被害の軽減を図るため、具体的で実践的

な避難対策として「白山の火山活動が活発化した場合の避難計画」（平成 29 年３月）を策

定した。 

白山山頂部の写真（平松良浩撮影） 

出典：「白山火山防災計画」（平成 27 年６月） 

 

 

 


